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第
３
号
広
報
紙
発
行
に
当
た
り
組
合

員
の
皆
様
に
は
共
済
事
業
全
般
に
わ
た

り
御
後
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
事
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
、
特
に
青
果
物
の
廉
価
に
依
る
も

の
は
著
し
く
変
化
し
、
又
狂
牛
病
に
依

る
生
産
農
家
の
苦
慮
は
増
大
す
る
ば
か

り
で
あ
り
ま
す
。
農
業
共
済
組
合
と
致

し
ま
し
て
も
最
善
の
努
力
を
傾
注
し
て
、

補
て
ん
の
充
実
に
万
全
を
期
し
農
家
安

定
の
た
め
寄
与
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

尚
そ
う
し
た
意
味
合
い
の
も
と
園
芸

施
設
共
済
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
役
員
、
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よ
」

つ

組
△口長
理
事
　
金

損
害
評
価
会
委
員
、
共
済
部
長
基
礎
組

職
協
議
会
委
員
、
職
員
等
の
努
力
に
依

り
、
引
受
棟
数
三
〇
、
○
○
○
棟
を
平

成
十
三
年
度
に
達
成
致
し
ま
し
た
。
こ

の
実
績
は
全
国
第

一
位
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
実
績
を
永
遠
に
生
か
し
、
各
事
業

の
推
進
に
献
身
的
に
努
力
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

当
組
合
は
県
下
で
も
非
常
に
引
受
向

上
の
成
績
が
優
れ
て
お
り
、
組
合
員
の

皆
様
に
頼
ら
れ
る
共
済
、
頼
る
共
済
と

し
て
遺
憾
な
く
運
営
が
出
来
得
る
様
組

合
員
の
皆
様
各
位
の
今
後
の
御
指
導
御

支
援
を
切
に
お
願
い
し
併
せ
て
皆
様
各

位
の
御
健
康
と
御
繁
栄
を
心
か
ら
御
祈

念
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

平
成
１３
年
度

木
稲
共
済
金
支
払
い
状
況

◎
作
柄
及
び
被
害
概
況

田
植
期
か
ら
幼
穂
形
成
期
に
か
け
て
高
温

・
多
照
の
好
天
候
で
経
過
し
た

こ
と
か
ら
、
順
調
に
生
育
が
進
み
ま
し
た
。
７
月
下
旬
の
強
風
の
影
響
に
伴

い
、
出
穂
期
に
あ
っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

一
部
に
受
精
不
良
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

８
月
の
日
照
時
間
が
平
年
よ
り
少
な
く
、
低
温
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
登
熟

期
間
が
延
び
た
が
、
風
水
害

・
い
も
ち
病
等
の
病
害
虫
の
発
生
が
少
な
か
っ

た
の
で
平
年
並
み
の
作
柄
で
あ
り
ま
し
た
。

″

水稲共済金支払内訳

支所名 戸数 lF●
) 面積 (a) 支払共済金 (円 )

北鹿島 28 4581 854,867

南鹿島 90 17436 3,738,098

行  方 229 60896 6,212,050

合 計 347 82913 10,805,015

共済金は12月 18日 に各国座に振り込みいたしました。

潮風による塩害耕地
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園 錢 施 圏 鋳 囲

31受穂数30,000穂達成記念大会開催

（

去
る
二
月
二
十
八
日
、
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

園
芸
施
設
共
済
引
受
棟
数
三
〇
、
○
○
○
棟
達
成
記
念
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
組
合
管
内
の
農
業
は
、
メ
ロ
ン
を
は
じ
め
十
三
品
目
の
生
果

物
の
銘
柄
産
地
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
施
設
園
芸
の
盛
ん
な
地
域

で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
に
制
度
が
発
足
し
、
幾
多
の
制
度
の
変
遷
を
経

て
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
関
係
各
位
の
ご
尽
力
と

組
合
員
各
位
の
深
い
ご
理
解
に
よ
り
、
三
〇
、
○
○
○
棟
の
引
受

が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
お
い
て
は
、
鹿
島
郡
大
洋
村
長

石
津
政
雄

先
生
が

コ
一

十

一
世
紀
の
鹿
行
地
域
農
業
」
と
題
し
講
演
を
行
い
、
出
席
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

本
大
会
に
於
い
て
、
園
芸
施
設
共
済
制
度

の
普
及
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
十
三
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（順
不
同
　
敬
称
略
）

◆
茨
城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞
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朗

北
浦
町
　
　
金
　
山
　
）禾
　
伸

◆
鹿
行
農
業
共
済
組
合
長
賞

旭
　
村
　
　
一局
　
田

鉾
田
町
　
　
大
和
田

鹿
嶋
市
　
　
長
　
岡

波
崎
町
　
　
池
　
田

北
浦
町
　
　
根
　
田

玉
造
町
　
　
船
　
串 （

セ影
・
受
賞
ぉ
動
】
崚
”
す

孝 彰 克 俊 喜

雄 が 久 雄 ― 登

茨城県鹿行地方総合事務所長賞

鉾田日丁 木 村 貴 浩

■二ご―  ( 
認螂0.θθ暁瞳戌認念几曰芸屹静 お1劫

左行以1共外れ合

熱心 こ講演を間<出席者 大洋村長 石 津 政 雄 先生
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NOSAI鹿行支払共済金 (平成 13年4月 ～平成 14年 2月 )単位 :円 ,件

事故原因 不明・調査中 落 雷 天ぶら油 たばこ ストーブ 漏 電

支払共済金 164,446,132 3,474,737 6,356,175 14,823,827 33,341,847 68,919,047

件 数 10 つ
４

つ
４ 6 2 2 3

事故原因 コンロ 風 呂かまど 類 焼 盗 難 その他 合 計

支払共済金 2,153,356 110,250 15,665,307 674,603 2,504,285 312,469,566

件  数 1 1 5 24 7 83

。',加入して毒IL0 0 0
NOSAIの建物共済は,万が一に備え皆さ

んが安心して生活できるよう,価値いっ

ぱいの加入をおすすめしています。

所 在 地 TEL FAX

北鹿島支所 鹿島郡鉾田町塔ヶ崎173 0291‐ 32‐2302 0291‐ 32‐4385

南鹿島支所 鹿嶋市平丼11871 0299‐ 82‐5667 0299‐835332

行方支所 行方郡麻生町麻生274423 0299‐ 72‐0104 029972‐ 0394

0000
参 事 兼 事 業 部 長 嶺

総務部長兼総務課長 佐

北 鹿 島 支 所 長 飯

行 方 支 所 長 平

南鹿島支所事業第一.二課長 安

行方支所事業第一・二課長 成

南鹿島支所事業第一課課長補佐  滝

北鹿島支所事業第二課課長補佐  1京

総 務 部 総 務 課 主 事 水

北鹿島支所事業第二課主事 根

定年退職 (14131)

行方支所長兼総務課長

(1421)

松 男 (参事)

博 (総務部長兼北鹿島支所長)

義  貝」(北鹿島支所事業第一 二課長)

武  弓ム (行方支所事業第一 二課長)

'青

  天Z (南鹿島支所事業第一課課長補佐)

信  一 (南鹿島支所事業第一 二課長)

三喜雄 俯方支所事業第一課課長補佐)

猛 彦 (1贈島支所事業第二課係長)

明 美 (行方支所事業第一課主⇒

義 宣 (行方支所事業第二課主事)

※ ()内 は旧所属・役職名

閻
い
合
わ
せ
先

〃 多 〃 ″

当組合も合併 3年目を迎えました。より充

実した広報活動のため,親 しみやすい目で見

る広報紙作りに努め,皆さんのパイプ役とし

て心のふれあいを念願しています。

皆様からの御意見等おまちしております。

藤

島

野

藤

島

崎

貝

本

高 田 マサ子


